
令和元（平成３１）年度   

平成３１（２０１９）年 

４月 
３日（水） 

☆名残雪  

 三田ウッディタウンに季節外れの雪が積もりました。 

 暖冬を悔やんでか、３月に巣立っていった卒業生との別れを惜しんでか、屋根や花壇に薄っすら積雪がありま

した。 

     

 

９日（火） 

☆満開の桜 春爛漫 

 三田の桜は、今年はじっくり蕾を膨らませました。 

 そして、始業式、入学式に合わせて、見事に咲き誇りました。 

 緑化ボランティアの皆様が心をこめて育ててくださっている美しい花々も、子どもたちの進級と入学を祝福し

てくれています。 

 

       
 

１５日（月） 

☆散り始め 

 「卒業式」「入学式」に合わせて満開を迎えてくれたソメイヨシノも、ついに「散り始め」となりました。 



 「散り始め」のこの日、「対面式」が生徒会主催で開催されました。 

 新入生入場に始まった対面式、生徒会紹介、学校紹介、部活動紹介と楽しく充実した時間を、全校生と先生方

が共有しました。 

 すばらしいパフォーマンスに、１年生の上級生のあこがれがますます大きくなりました。 

 

       
 

１８日（木） 

☆葉桜 

 長い間、私たちの心を和ませてくれた桜もついに「葉桜」となりました。桜の美しさには、毎年、「感動」そし

て「感謝」です。 

 この日、小学校６年生と中学校３年生を対象とした文部科学省の「全国学力・学習状況調査」が実施されまし

た。 

 中学校で初導入された英語では、自分の考えを書いたり話したりする発信力が重視されました。 

 基礎知識と活用力を一体的に問う新しい形式になった国語と数学（算数）は、活用力を意識し日常生活に関わ

る場面設定に基づく出題が中心となりました。 

 

       
 

２３日（木） 

☆どの花見てもきれいだな 

 緑化ボランティアの皆様に育てていただいたチューリップが、学校のあちらこちらで咲きそろっています。 

 「咲いた咲いた チューリップの花が 並んだ並んだ 赤白黄色 どの花見てもきれいだな」 

 いろとりどりのチューリップように、子どもたちもひとりひとり「個性」があり、その「命」は美しく咲き誇

っています。 

 いろいろな国で「テロ」や「戦争」などによって、かけがえのない「命」が脅かされています。 

 昨日、三田市に爆破予告がありました。爆発こそありませんでしたが、子どもたちはグランドで不安な時を過

ごしました。ただただ、悲しい限りです。 

 人の「命」は最高の「宝物」です。みんなで、素晴らしき「命」を、そして「平和」を、いつまでも守り続け

ていければと願うばかりです。 



       
 

 

 

令和元（２０１９）年 

５月 
１日（水） 

☆令和 

 「令和」の幕開けです。 

 「万葉集」の「初春の令月にして、気淑風和ぐ。（良き新春正月、外気は快く風は和らいでいる。）」からの出典

ということです。 

 「令和」が、「平和」で「命」と「心」が大切にされる時代でありますよう、心から願います。 

 ところで、ゴールデンウイークもいよいよ前半が終わろうとしています。 

 学校は休みが続きますが、子どもたちは、１０連休中も部活動やさまざまな活動で懸命に頑張っています。 

 「令和」に輝く子どもたちに、皆様とともにエールを贈りたいと思います。 

 

       
 

     

 

５日（日） 

☆新緑の候 

 「新緑の候」という言葉にふさわしく、木々の葉が力強く緑に色づいています。 



 十日間にもおよんだ、ゴールデンウイークも残り二日となりました。 

 こどもの日、空を元気に泳ぐ「こいのぼり」のように、ゆりのき台中学校の子どもたちは、部活動やさまざま

な活動できらきら輝いています。 

       

 

７日（火） 

☆いずれあやめかかきつばた ～ゴールデンウイーク～ 

 「あやめ」と「かきつばた」はいずれも美しく似ていて区別がつきにくいところから、どちらも優れていて優

劣がつけにくい、という意味で用いられる言葉です。 

 ゴールデンウイークが終わりました。１０連休中も、子どもたちは、グラウンドでコートでホールで、いろい

ろなところで、本校の花壇に咲く花々のように美しく輝きました。 

 ３年生はこの日が実力テスト、１年生も今週末は転地学習に臨みます。 

 

       
 

１１日（土） 

☆かえるのうた ～転地学習～ 

 「かえるのうたがきこえてくるよ」で始まる「かえるの合唱」という曲があります。原曲はドイツ民謡だそう

です。本校でも、日が暮れかけるとどこからか蛙の鳴き声が聞こえてきます。そして、蛙の合唱が盛んになると、

三田市のあちらこちらでも田植えが始まります。 

 ところで、１年生が１０日、１１日とハチ高原へ「転地学習」に行ってきました。小学校での自然学校などの

経験をいかし、密度の濃い２日間を送ることができました。子どもたちは、事前学習、準備、本番と本当によく

頑張りました。「転地学習」をとおしてまたひとつ成長した１年生、今後の活躍が楽しみです。 

 保護者の皆様、そしてお世話になったすべての方々に、心からお礼申し上げます。 

 

       



 

 

１５日（水） 

☆つばめ飛来 ～生徒総会～ 

 今年も、南の国から「ツバメ」が本校に飛来、巣を作るとともに元気に５月の空を舞っています。 

 この日は、生徒会が「生徒総会」を開催しました。 

 挨拶に続いて、３つの議案が提案され、活発な質疑応答を経て、すべて議決されました。 

 子どもたちは、総会をとおして民主主義について体験的に学びを深め、また一歩「おとな」に近づくことがで

きました。 

 生徒会は、「艶～キャンパスに描くＭｙ color～」をテーマとして、今年度も自治的積極的に活動します。 

 

     

 

２１日（火） 

☆田植え・麦の秋 ～家庭訪問～ 

 今年も、三田にも田植えの季節がやってきました。 

 水田に規則的に並ぶ「稲」の苗とたわわに実る「麦」の穂、「緑」と「黄金」のコントラスト。あまりにも美し

い三田の田園風景です。 

 ゆりのき台中学校でも、可憐な花々が優しく花壇を彩っています。 

 この日から４日間、家庭訪問です。保護者の皆様、地域の皆様、ご協力ありがとうございます。 

       

 

２５日（土） 

☆真夏日 ～運動会～ 

 真夏日とは、最高気温が３０℃を上回った日のことです。 

 この日は、５月にもかかわらず、三田市で真夏日が記録されました。 

 校区内２小学校で、猛暑の中、運動会が開催されました。 

 あかしあ台小学校では「もり上がれ！！史上最高の運動会にしよう」、ゆりのき台小学校では「令和初 汗と涙

の盛り上がり 紅白共に 心に残る思い出を」をスローガンに、子どもたちは、体操に、走競技に、表現に、競

技種目に、素晴らしいパフォーマンスを披露してくれました。 

 感動の運動会でした。 

 



         
 

２８日（火） 

☆「つつじ」と「さつき」 ～久方の雨～ 

 「つつじ」と「さつき」の違いはどこにあるのでしょう？ 

 さつきは、元々山奥の岩肌などに自生していたもので、つつじに比べて全体的に小さく、花や葉も小さいこと

が特徴のようです。 

 まだ５月だというのに、真夏のような暑さが続いていましたが、この日は小休止。久方の雨となりました。 

 生徒の躍動が見られないグランドは寂しそうですが、さつきを始め花たちは久方の雨に濡れ嬉しそうに揺れて

います。 

 

         
 

 

 

６月 
３日（月） 

☆美ら島・美ら海・美ら心 ～修学旅行～ 

 １日（土）から３日（月）まで、３年生が沖縄県に修学旅行に行きました。 

 学習の場を沖縄に移し、「人」や「自然」、「文化」、「歴史」に触れる中で、「自然」の偉大さと「平和」の大切

さを深く学ぶことができました。 

 また、仲間と協力して行動することにより、学級や学年としての連帯感を高めることもできました。 

 

       



 

１２日（水） 

☆創立記念日 

 本校は、平成４（１９９２）年に開校しました。 

 今年、２８回目の創立記念日を迎えました。 

 創立記念日の制定にも携わった私にとっては、やはり６月１２日は特別の一日です。 

 

１８日（火） 

☆万緑の候 梅雨入りは？ 

 三田の山々の緑もいよいよ色濃くなってきました。 

 今年の６月は雨が少なく、近畿地方は未だ「梅雨入り」が発表されていません。 

 昨年は、記録的な大雨となり各地で大きな被害が出ました。 

 恵みをもたらす穏やかな「梅雨」の到来を祈念するばかりです。 

 １７日～１９日は期末考査。子どもたちにとって緊張の毎日です。「心も体も大切に」と心から願います。 

 

       
 

２７日（木） 

☆入梅 

 ２６日、近畿地方で「梅雨入り」が発表されました。 

 記録上最も遅い「入梅」ということです。 

 すぐさま「台風」も発生しています。近畿地方への上陸も心配されます。 

 子どもたちは、３年生にとっては最後の総合体育大会やコンクールなどに向けて頑張っています。 

 直向きに頑張る生徒たちに、「練習は嘘をつかない」…心からのエールを贈ります。 

 

     

 

 

 

 

 



７月 
２４日（水） 

☆出梅 

 近畿地方が梅雨明けしたと見られると発表がありました。 

 平年より３日遅い出梅ということです。 

 中学校は、１９日に終業式を終え、夏休みに入っています。 

 いよいよ夏本番、皆様、ご自愛ください。 

 

       
 

３０日（火） 

☆暑中お見舞い申し上げます 

 皆様、暑中お見舞い申し上げます。 

  いよいよ、これから、気温の高い日が続き、熱中症にかかりやすくなります。 

 くれぐれもご自愛ください。 

＜熱中症を予防するために＞ 

 ①室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくてもこまめに水分を取りましょう。また、スポーツドリンク

は、汗で失われた塩分を補うことができます。上手に取り入れましょう。 

 ②外出時は、涼しい服装で日傘や帽子を使い、日陰を利用するなど、こまめな休憩をとるようにしましょう。 

 ③室内でも熱中症は起こります。扇風機やエアコンを上手に使い、室内でも温湿度を確認しましょう。 

 ④気温の高い日や、体調の悪い日は、日中の外出をできるだけ控えましょう。 

  

  中学校では、生徒の健康管理のため、暑さ指数（ＷＢＧＴ）を活用しています。 

 暑さ指数とは、単純に気温だけでなく、温度や日差しの違いも考慮した熱中症予防につなげるための指標です。 

 暑さ指数は、「環境省熱中症予防サイト」からご確認いただけます。皆様も、夏の健康管理にご利用ください。 

 

     
  ＊写真右は「暑さ指数」測定器です。 

 



☆ゆりのき台中学校の夏休み 

 夏休みに入り１０日が経ちました。中学校では、朝早くから夕方まで、子どもたちの元気な声が、グランドに

校舎に響いています。  

 部活動で、生徒会で、体育大会に向けて…生徒たちは暑い夏も、きらきら輝き続けています。 

 

 

８月 
２日（金） 

☆暑さ指数 ～大暑～ 

 暑さ指数（WBGT（湿球黒球温度）：Wet Bulb Globe Temperature）は、熱中症を予防することを目的と

して 1954年にアメリカで提案された指標で、 単位は気温と同じ摂氏度（℃）で示されます。人体と外気との

熱のやりとりに着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい 「湿度」「日射・輻射など周辺の熱環境」

「気温」の３つを取り入れた指標です。 

 本校では、部活動において、暑さ指数３１℃以上（環境省熱中症予防サイト）になった場合は、グランドや体

育館などでの運動を控え、冷房の入った教室などで活動（ミーティングや理論学習、教科の自習など）していま

す。 

 ７月末より連日３１℃超となっています。生徒の健康管理のため、ご理解よろしくお願いします。 

 

４日（日） 

☆平和について考える 

 「今、非戦の誓いを次世代につなぐ」をテーマとして、今年も「平和考える市民のつどい」が開催されました。 

 「平和の歌」「若者が語る平和への思い」「講演『被爆者が見たヒロシマ」「平和の鐘をみんなで鳴らそう！平和

への願いを込めて鳩を放とう！」とプログラムは続きました。また、「市内小学生の平和新聞展」なども実施され

ました。 

 まもなく、広島・長崎原爆投下の日、終戦記念日と、平和について考える機会となる日が続きます。 

 皆様、ご家族で、地域で、ぜひ「平和」についてお話を進めていただければ幸いです。 

 

   ＊写真 修学旅行「平和セレモニー」より 

 

６日（火） 

☆原爆の日 

 広島はこの日、被爆７４年となる「原爆の日」を迎えました。 

 小学校の修学旅行では、多くの児童が広島を訪れ、平和学習を深めました。 

 今年も、広島では、「平和祈念式典」「とうろう流し」などたくさんの行事が行われました。「平和」を祈念する

メッセージが、全世界に向けて発信されました。 

 なかでも、「被爆者の思いに、私たちの思いを重ねて、平和への思いを世界につなげます。」という、「子ども代



表・平和への誓い」の最後のことばは、私の心にいつまでも響きます。 

 ９日には長崎にも「原爆の日」が訪れます。世界がいつもいつまでも「平和」でありますように…。 

 

     
 

９日（金） 

☆残暑お見舞い申し上げます ～地域クリーン作戦～ 

 昨日は「立秋」。いよいよ季節は秋に向かいます。学校の花壇にも秋の気配が…。 

 とはいえ、まだまだ暑い日が続きます。皆様、ご自愛ください。 

 この日は、青少年健全育成連絡協議会主催の「地域クリーン作戦」でした。 

 ３００名以上もの子どもたち（小・中学生）が、力を合わせて、地域美化に努めました。 

 学校支援ボランティアの皆様にも猛暑の中ご協力いただきました。心よりお礼申し上げます。 

 

     

 

１１日（日） 

☆山の日 

 この日は、国民の祝日に関する法律に、「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する。」と定められています。 

 「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う。」日とされている「海の日（７月の第３月曜日）」

とともに、自然に対して敬服の念を表現するにまさにふさわしい日といえるでしょう。 

 日本は、海の国であるとともに山の国でもあります。国土はすべて海に囲まれていますし、国土の４分の３は

山地です。私たちは、海と山に育まれているといっても過言ではないでしょう。 

 これを機会に、自然の崇高さと自然環境を大切にすることの意義について改めて考え、進んで自然愛護に努め

ていきたいと思います。 

 

          



 

１４日（水） 

☆台風接近 ～ご注意ください～ 

 かなり大きな台風 10号が接近しています。 

 強い風が長時間続き、雨量も多くなることが予想されます。 

 皆様、十分にご注意ください。 

 

１６日（金） 

☆台風１０号 

 大型の台風が西日本を縦断しました。兵庫県内でも大きな被害が出ています。 

 被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

 本校でも、パソコン室と図書室で少し雨漏りがありました。 

 台風の後ですが、生徒たちは今日も朝から元気に部活動に取り組み、美しい汗を流しています。 

 

       
 

２１日（水） 

☆夏休み終盤 

 台風１０号が過ぎ、少し天候に変化が現れてきているようです。それでも、まだまだ残暑が続いています。 

 夏休み中も、ゆりのき台中学校の子どもたちは、部活動や学習はもとより、学内外でのさまざまな活動に積極

的にチャレンジし、心身ともに成長することができました。 

 夏休みも残すところあと一週間、新学期をひかえ、最後の調整に入ります。 

 校庭の植物も、夏の終わりの装いです。 

 

       
 

２３日（金） 

☆処暑 

 処暑は、二十四節季の一つで「暑さが終わる。」という意味です。 

 この日は、生徒会主催「校内クリーン作戦」の予定でしたが、雨天のため中止となりました。 



 それでも、ゆりのき台中学校はとてもきれいです。それは、緑化ボランティアの皆様や校務員さんの日々の努

力の賜物です。 

 また、猛暑の中の練習でしたが、どの部もグランドやコートの整備、そして清掃を決して怠ることはありませ

んでした。 

 ゆりのき台中学校の「きれい」は、皆さんの「きれい」な心の結晶です。皆さん、本当にありがとうございま

す。 

 花壇には、教頭先生のご指導のもと生徒会が手塩にかけて育てた「はるかのひまわり」が、雨にぬれちょっぴ

り嬉しそうに微笑んでいます。 

 

      
 

 

 

９月 
１日（日） 

☆二百十日（にひゃくとおか） 

 雑節のひとつで、立春から数えて２１０日目にあたります。 

 稲の開花期にあたりますが、日本への台風の上陸や通過が多い時期で、農家では特に自然災害に備えます。  

 またこの日は、関東大震災が発生した日でもあり、「防災の日」に指定されています。 

 先日より九州地方をはじめ各地で豪雨による被害もでています。 

 皆様とともに、災害への備えを今一度確認できればと思います。 

 昨年度までは、９月１日が２学期の始まりでしたが、今年度は既に８月２８日から新学期がスタートしていま

す。 

 ゆりのき台中学校の子どもたちは、２学期も良いスタートをきっています。 

 皆様、今学期もどうぞご声援お願いいたします。 

 

       
 

 



３日（火） 

☆秋来ぬと ・・・ おどろかれぬる 

 ８月の終わりに続いた校区内各地区の夏祭り。今年の夏も、また一つ素晴らしい思い出ができました。 

 三田市では、中学校に続き小学校も、２日から２学期がスタートしています。 

 秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる（古今和歌集／藤原敏行 作） 

 ＜訳＞秋が来たとは、目にははっきり見えないけれど、さわやかな風のたてる音でそれと気づかされた。 

 まだまだ暑さの残るなかですが、子どもたちは秋の気配を少しずつ五感で感じながら、「体育大会」の練習に臨

んでいます。 

 

     

 

８日（日） 

☆白露 

 このころから秋の気配が進み露を結ぶとされています。 

 白露に風の吹きしく秋の野はつらぬきとめぬ玉ぞ散りける（後撰和歌集／文屋朝康 作） 

 ＜訳＞草の葉の上で白く光っている露に、風が吹きつける秋の野原は、ひもなどでつないでいない真珠が散っ

ているようであるよ。 

 「玉ぞちりける」とはいきませんが、それでも９月に入り、花壇にきらりと「白露」が光る朝も…。 

 体育大会まで残すところ一週間となりました。競技も応援もぐんぐん力を伸ばしています。 

 

     
 

１１日（水） 

☆二百二十日（にひゃくはつか） 

 立春から数えて２１０日目、二百十日（にひゃくとおか）と同じく台風の到来が多い日と言われています。 

 先日も台風１５号で関東地方に甚大な被害が出ました。 

 今回の台風では、送電線などが極めて強い風によって被害を受けたことにより、広い範囲で停電が起こり、ま

た長く続いていました。 

 私も、「防災の日」に開かれた「ゆりのき台防災会議」に出席し、実態に即した防災訓練の在り方について、対

話的に学びを深めたすぐ後のことで、より一層身が引き締まる思いでした。 

 中学校でも、今回の台風を教訓として、かけがえのない「命」を守るため、より実践的に防災教育を進めてい



きます。 

 

１５日（日） 

☆敬老の日 

 「敬老の日」は、以前は９月１５日と定められていましたが、２００３（平成１５）年からは９月の第３月曜

日となっています。 

 「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」ことを趣旨としています。 

 先週から各地区で、名称はいろいろですが、「敬老の日のつどい」が開催されています。私も、ゆりのき台地区

の会にお招きいただき、楽しい時間をご一緒させていただきました。  

 本校では、１４日（土）に第２８回体育大会を実施しました。今年も多くの皆様にご来校いただき、爽やかか

つ逞しく躍動する子どもたちに、温かい声援と大きな拍手を頂戴しました。 

 皆様、本当にありがとうございました。そして、今後ともよろしくお願いします。 

 

           
 

           
 

１９日（木） 

☆ああおもしろい虫のこえ 

 文部省唱歌「虫のこえ」の歌詞の一部です。現行の学習指導要領でも小学校第２学年の学習内容とされていま

す。 

 皆様も小学生時代に歌われたのではないでしょうか。 

 この歌には、「まつむし」「すずむし」「こおろぎ」「くつわむし」「うまおい」の５種類の虫が登場します。 

 歌では、「秋の夜長を鳴きとおす」とありますが、この季節、夜はもちろん朝夕にも、野に咲く花のむこう側や

あちらこちらの草むらから、いろんな虫たちの元気な声が心地よく響いています。 

 「ああおもしろい虫のこえ」…「体育大会」も終わり、ゆりのき台中学校も少しずつ秋色に染まります。 

 



       
 

２３日（月） 

☆秋分の日 

 「秋分」は二十四節気のひとつであり、秋の「彼岸」の中日にあたります。 

 太陽は天の赤道上にあり、ほぼ真東から昇ってほぼ真西に沈み、昼夜はほぼ同時間となります。 

 「秋分の日」は、「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ。」ことを趣旨とする国民の祝日です。 

 「暑さ寒さも彼岸まで」といわれているように、いよいよさまざまな活動に適したシーズンになります。 

 中学校では、新人大会に向けて、「部活動」にますます力が入ります。 

 

２６日（木） 

☆秋の全国交通安全運動 

 今年は、２１日（土）～３０日（月）が実施期間となっています。この日はちょうど中日です。 

 今年度は、「子供と高齢者の安全な通行の確保」「高齢運転者の交通事故防止」「夕暮れ時と夜間の歩行中・自転

車乗用中の交通事故防止」「全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底」「飲酒運転の根

絶」の５点が重点項目としてあげられています。 

 皆様には、歩行者として、自動車や自転車などの運転者として、いつも交通安全に心を配っていただいていま

す。 

 また、毎日、多くの地域の皆様がボランティアで子どもたちの登下校を見守ってくださっています。お陰様で、

子どもたちは安全に学校生活を送ることができています。酷暑の夏も厳寒の冬も、雨の日も風の日も、安全を守

ってくださっている皆様に、心から感謝申し上げます。 

 それでも、三田市内においても、自動車や自転車などの運転者、また歩行者の交通違反やマナー違反がまだま

だ見られるのが現状です。 

 かけがえのない「命」を守るため、交通安全について皆様とともに考え、取り組んでいければと存じます。 

 皆様のより一層のご理解ご協力をお願いします。 

 

       
 

 

 



３０日（月） 

☆秋霖（しゅうりん） 

 先日、高校と幼稚園の体育大会（運動会）にそれぞれお招きいただきました。子どもたちがいきいきと躍動す

る姿に触れ、就学前から義務教育さらに高等教育への連携の重要性を改めて感じました。 

 ゆりのき台中学校は、来年度からの「コミュニティスクール」実施に向けて、より異校園種との繋がりを強め

ていきます。 

 秋霖とは、幾日にもわたって降り続く秋雨のことです。台風の影響もあり、今週はずっと雨の予報がでていま

す。 

 中学校は、三田市新人体育大会を目前に控えていますが、屋外のスポーツは秋霖に悩まされそうです。 

 とは言え、条件は同じ、雨はどの学校にも降り注ぎます。 

 「練習は嘘をつかない」…最後まで良い練習を積んでほしいと願います。 

 

     

 

 

 

１０月 
４日（金） 

☆スポーツの秋  ～いよいよ新人大会～ 

 昨日、高校の体育大会にお招きいただきました。 

 全力プレー、声援と歓声、生徒の皆さんの熱い思いに、心が震えました。 

 雨中の大繩跳びは感動そのものでした。また先生方の全力疾走も印象的でした。 

 素晴らしい時間を共有させていただき、本当にありがとうございました。 

 

     

 

 明日明後日は、いよいよ三田市中学校新人大会です。三田市内各地で熱戦が繰り広げられます。 

 ３日（木）に壮行会を行い、どの部も大会に向けて決意を新たにしました。 

 生徒たちは、朝に放課後に、休みの日に、目標に向かい主体的に練習を積み重ねてきました。 

 「練習は嘘をつかない」「努力は決して裏切らない」…子どもたちの活躍を心より祈念しています。 

 皆様、温かいご声援をお願いします。 



 

８日（火） 

☆寒露 

 露が冷たく感じられる時季を表します。  

 「寒露」とはいうものの、台風１８号が近づいてきているせいか蒸し暑ささえ感じます。 

 いよいよ明後日からは「中間考査」です。生徒たちは学習にに集中しています。 

 ５日（土）６日（日）の三田市中学校新人体育大会では、溌溂と大会に臨み、どの部も健闘しました。 

 なお、子どもたちの雄姿を、「ゆり中ＶＩＳＩＯＮ」（南館 1階）で紹介しています。 

 ご来校の際には、ぜひご覧ください。 

 

     

   ＊本校は「ソフトボール」と「バレーボール」の試合会場となりました。 

 

１４日（月） 

 台風１９号による豪雨と暴風により全国で甚大な被害が出ました。 

 そして、今もなお懸命に救助が続けられています。 

 亡くなられた皆様に哀悼の意を表するともに、被災されたすべての皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

  

☆体育の日 

 １９６４年（昭和３９年）東京オリンピックが開催されました。開会式は１０月１０日に開催され、その日が

「体育の日」として１９６６年から国民の祝日の一つに制定されました。 

 ２０００年からは、１０月の第２月曜日という現在の形になっています。また、２度目の東京オリンピックが

開かれる来年からは「スポーツの日」に名称が改められることになっています。 

 当時３歳であった私には、残念ながら前回の東京でのオリンピックの記憶はありませんが、戦後の日本の発展

を象徴する重要かつ晴れがましい平和の祭典であったことでしょう。 

 ところで、１１日（金）中間考査終了後に、「プロから学ぶ創造力育成事業」講演会を体育館で行いました。「脳

内レボリューション 2019～最大限に実力を発揮する夢・挑戦・達成の第一歩～」と題し、川谷潤太先生にご講

演をいただきました。実り多き、感動の８０分となりました。また、講演終了後も、先生には、質問に訪れる子

どもたちに、ひとりひとり丁寧にお話をしていただきました。 

 子どもたちは、ゆりのき台中学校は、この講演会を機にまた一回りも二回りも成長します。 

 

２３日（水） 

☆霜降 

 この頃から、気温の低いところでは、霜が降りるようになります。 

 また、すっかり秋も深まり、「もみじ」や「かえで」は紅葉を迎えます。「ふるさと」三田も徐々に赤色に美し

く染まります。  

 ところで、１９日～２１日には「丹有地区中学校新人体育大会」が、２２日には「定期演奏会」が開催されま



した。 

 どの部も、顧問の先生方やコーチの皆様のご指導のもと、チームメイトとともに一生懸命に取り組んできた練

習の成果を、晴れの舞台で、十二分に発揮してくれました。 

 いつも頑張っている子どもたちに最高の賛辞を贈るとともに、お家の方をはじめお世話になっているすべての

皆様に、心よりお礼申し上げます。 

 

       

 

２６日（土） 

☆芸術の秋 ～「音楽会」から「文化祭」へ 

 この日は、三田市の多くの小学校で「音楽会」が開かれました。本校校区の、あかしあ台、学園、ゆりのき台

の３小学校でも、子どもたちの歌声や楽器演奏が、体育館に高らかに美しく響きました。どの会場も、大きな感

動に包まれました。 

       
 

 次はいよいよ中学校の「文化祭」です。合唱コンクールに向けて、各クラス、各パートの魅力ある歌声が、校

内のあちらこちらから聴こえてきます。 

 今年も「文化祭」は、１１月３日文化の日に開催します。ぜひ、ご来校ください。 

 

 

 

１１月 
３日（日） 

☆文化の日 

 国民の祝日に関する法律には、「自由と平和を愛し、文化をすすめる。」とあります。 

 １９４６年１１月３日「日本国憲法」が公布された日であり、この日には毎年「文化勲章」が授与されます。 

 この日、三田市立８中学校では「文化祭」が開催されました。 

 本校でも、「自由」と「平和」を愛し、日々仲間とともに創造している「文化」を、舞台で展示でさまざまな形

で表現しました。 

 ご来賓の皆様を始め、多くの皆様にご来校いただきました。心からお礼申し上げます。 



 

        

 

８日（金） 

☆立冬 

 １１月に入り、朝の気温がぐっと下がっています。７日には三田市の最低気温が３℃台を記録しました。まも

なく、わたしたちのまちにも、厳しく長い冬がやってきます。 

 今、校庭では、木々たちが、黄に茶に赤に装い、やがてはらはらと宙を舞い、足元をシックに染め上げていま

す。 

 寒い朝、標高が少し高いウッディタウンから臨む三田の街は霧の中、幻想的な光景です。 

 一日の寒暖差も大きい季節です。皆様、ご自愛ください。 

 

     

 

１４日（木） 

☆秋の夕日に照る山もみじ 

 文部省唱歌「もみじ」の歌いだしです。この曲は、今も小学校の音楽会で歌われています。いつまでも人々の

心に残る名曲です。 

 ３日文化の日、三田市立中学校８校で「文化祭」が行われました。本校でも、クラス合唱の美しい歌声が体育

館に響きました。合唱コンクールという形をとっているので順位がついてしまいましたが、何れ劣らぬレベルの

高い合唱に、ご来場の皆様からは大きな拍手がいつまでも続きました。 

 また、７日には三田市の、８日には丹有地区の「中学校連合音楽会」が、それぞれ開催されました。本校はも

とより、各校の代表が個性豊かで素晴らしい演奏を披露しあい、聴きあい、心からの拍手を贈りあいました。 

 「濃いも薄いも数ある中に」「赤や黄色の色さまざまに」…三田の、ウッディタウンの木々はさまざまに色づ

き、今まさに秋を彩っています。 

 今日は、２年生が校外学習で京都を訪れています。「嵐山」など「京」の秋を五感で思う存分感じています。 

 



       

 

２２（金） 

☆小雪（しょうせつ） 

 全国のあちらこちらから雪の便りが届いています。三田でもまもなく初雪が降ることでしょう。 

 先日、三田市の最低気温が氷点下を記録しました。これからますます寒くなります。 

 風邪も少しずつ流行ってきています。皆様、ご自愛ください。 

 この日まで３日間、本校では期末考査を実施しました。 

 子どもたちは、計画的にテスト調べを進め、本番に臨みました。本当によく頑張りました。 

 

       
 

 

 

１２月 
 １日（日） 

☆年末の交通事故防止運動 

 １２月１日（日）から１０日（月）までの１０日間、「年末の交通事故防止運動」が実施されます。 

 年末は、師走特有の気ぜわしさや、交通流量の変化などから、交通事故の多発が懸念されます。また、この時

期は一年の中で最も夕暮れが早くなり、子どもたちの下校時間帯と重なってきます。 

 生徒たちには、日頃より「十分に交通ルールを守り、正しい交通マナーを心がける。」よう繰り返し話していま

すが、この運動を機に、より一層の注意喚起に努めます。 

 運動の重点として、「子どもと高齢者の安全な通行の確保」「夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事

故防止 」などがあげられています。また、今年度の兵庫県交通安全県民スローガンは「やさしさと笑顔で走る兵

庫の道」、推進テーマは「みんなでつくる通学路の交通安全」「思いやる気持ちで守る高齢者」となっています。 

 かけがえのない「命」を、みんなで守っていきましょう。 

 



    

  ↑ ボランティアの方よりお花をいただきました。 

 

３日（火） 

☆障害者週間 

 障害者基本法では、全ての国民が、障害のある人もない人も共に生き支え合う社会を実現していくために、障

害者への理解と関心を深めるとともに、障害者の社会参加の促進を図ることを目的として、１２月３日から９日

までの一週間を障害者週間としています。 

 本校では、日頃より授業はもとより全教育課程のなかで「障害者基本法」の理念をもとに、教育活動を進めて

います。 

 「障害者週間」期間中も、５日（木）６日（金）に、三田市社会福祉協議会のご指導により、１年生が「手話

体験」を行います。 

 なお、体験の様子については、「ゆり中ＶＩＳＩＯＮ」や「本校ホームページ」などで後日ご紹介する予定で

す。ぜひご覧ください。 

 

７日（土） 

☆大雪（たいせつ） 

 山だけでなく、平野にも雪が降る時節ということです。寒さも１２月に入りぐんと増し、三田市では最低気温

が氷点下の日も多くなってきています。 

 また、「インフルエンザ」も流行の兆しがあります。皆様、ご自愛ください。 

 

     
 

 １２月４日～１０日は「人権週間」。この日は、三田市総合文化センターで「人権の尊重と共生社会づくり」を

テーマに「人権と共生社会を考える市民のつどい」が開催されました。  

 本校でも、４日（水）に生徒会役員選挙、５日（木）６日（金）には福祉体験学習を行い、「人権の尊重と共生

社会づくり」について考える機会とすることができました。 

 ゆりのき台中学校は、いつもいつまでも「命」と「人権」を大切にする学校でありたいと思います。 

 

１７日（火） 

☆今年の漢字 



 先日、今年の漢字（日本漢字能力検定協会主催）が「令」に決定したと発表がありました。 

 本校でも、只今「『ゆりのき台中学校』今年の漢字」を実施しています。 

 ２５日（水）に発表の予定です。皆様、楽しみにお待ちください。 

 

２２日（日） 

☆冬至 

 北半球では、昼が一番短く、夜が一番短くなる日です。 

 「ゆず湯」や「冬至南瓜」で身も心も温めたという方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

 すでに、夕方は少しずつ明るくなってきていますが、朝はまだまだ暗くなるばかりです。 

 三田の寒さはこれからが本番です。皆様、ご自愛ください。 

 

２５日（金） 

☆年の瀬 ～ゆりのき台中学校今年の漢字～ 

 年の瀬を迎え、慌ただしい日々が続いています。 

 三田市立の小・中・特別支援学校では、この日２学期の終業式が行われました。 

 本校では、校長から「ゆりのき台中学校『今年の漢字』」を発表しました。 

 今年の漢字は、「友」と決定しました。また、２位には「組」が、３位には「支」が選ばれました。 

 まさに、本校の２０１９年を表現するにふさわしい感じが上位を占めました。 

 詳しくは、「ゆりのき台中学校２０１９今年の漢字）」をご覧ください。 

 最後になりましたが、今年一年の皆様のご支援に心よりお礼申し上げます。 

 年末年始忙しい毎日となりますが、どうぞ皆様ご自愛下さい。 

 

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.city.sanda.lg.jp/kosodate/kyouiku/chuugakkou/yurinokidai/documents/2019yurinokidaityugakkoukotosinokanji.pdf


令和２（２０２０）年 

１月 
１日（水） 

 謹んで初春のご祝詞を申し上げます。 

 幸多き新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。 

 皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り致します。 

 本年もよろしくご指導のほどお願い申し上げます。 

         令和２年 元旦 

                三田市立ゆりのき台中学校 

    

   ↑ ゆりのき学級制作 

 

４日（土） 

☆初稽古 

 「初春」「初日の出」「初夢」「初荷」「初売り」「書初め」「出初式」「初稽古」と、日本には新しい年に初めてす

ることに特別の意味をもたせる習慣があります。 

 それは、旧年を振り返り、新年が「良い年でありますように」という人々の願いなのでしょう。 

 ゆりのき台中学校では、この日が「初稽古」（今年初めて活動）という部もありました。 

 「初春」から、子どもたちは、寒さに負けず頑張っています。 

 皆様、各部の活躍に、今年も温かいご声援をどうぞよろしくお願います。 

 

       
 

６日（月） 

☆小寒 

 この日が「寒の入り」となります。「寒明け（節分）」までの約３０日間を「寒の内」といいます。 

 一年中でもっとも寒さの厳しい季節です。 



 三田市では、今シーズン最低気温が記録されました。氷点下３．９度、兵庫県で最も寒い朝を迎えたというこ

とです。 

 寒さのなかでしたが、本校を会場にして、「三田市中学校・高等学校陸上競技合同練習会」が催されました。 

 

７日（火） 

☆七草粥 

 「春の七草」を具材とする「かゆ」です。１月７日の朝に食べる習慣が古くからあります。  

 「春の七草」は、「せり」「なずな」「ごぎょう」「はこべら」「ほとけのざ」「すずな」「すずしろ」の七種類の若

菜です。 

 「すずな」は「かぶ」、「すずしろ」は「大根」の別名であり、「七草がゆ」は万病に効くといわれています。 

 年末年始で少し疲れた胃腸に優しい健康食ということで、現在でも人々に親しまれています。 

 「七草粥」をおいしくいただいた次の日は、いよいよ３学期の始業式です。教室に「笑顔の花」が咲きます。 

 

８日（水） 

☆冬の嵐 

 発達した低気圧の影響で、兵庫県を中心に「冬の嵐」が吹き荒れました。 

 三田市にも「暴風警報」が発表され、本校も臨時休校となりました。 

 それに伴い、９日は（放送による）始業式、学活のあと、「実力考査」となりました。 

 

     
 

１３日（月） 

☆成人の日 

 「おとなになつたことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます。」を趣旨とする国民の祝日で

す。 

 今年度の新成人は、全国で約１２２万、三田市で約１３００人ということです。 

 「成人の日」は１月１５日、というイメージの方も少なくないでしょう。 

 平成１２（２０００）年からは１月第２月曜日に設定されています。 

 この頃を中心に全国各地で「成人式」が催されます。 

 「三田市令和２年成人式」は、１２日（日）に三田市総合文化センター（郷の音ホール）で、１０３４人が参

加し盛大に開催されました。 

 

１５日（水） 

☆小正月 

 １月１５日を中心にした正月のことです。 

 「左義長（とんど）」や「なまはげ」などの行事が行われます。「小豆粥」を食べる習慣も残っているようです。 



 ゆりのき台中学校校区でも、１２日（日）を中心に「とんど」焼きが行われました。 

 

１７日（金） 

☆１．１７ 

 １９９５（平成７）年１月１７日午前５時４６分。阪神・淡路大震災が発生し、私たちの大切なものを数多く

奪っていきました。 

 あの震災から、この日で２５年を迎えます。 

 震災でお亡くなりになられた方を追悼するとともに、震災で培われた「きずな・支えあう心」「やさしさ・思い

やり」の大切さを次世代へ語り継いでいくため、また、その経験と教訓を広く発信し、次の大災害への備えや対

策の充実につなげていくため、同日を中心に全国各地で「つどい」などの催しが行われます。 

 この震災を絶対に風化させてはいけません。 

 本校でも、朝の時間帯に体育館で、生徒と職員が心を一つに「復興の集い」を実施しました。 

 （２５年前の）あの日の話をしっかり聴く、子どもたちの真剣な眼差しが、いつまでも私の心に残ります。 

 この日は、「道徳」でも震災について深く学びました。 

 

２０日（月） 

☆大寒 

 いよいよ一年でもっとも寒い時期に入ります。凍り豆腐、寒天、酒、味噌など寒気を利用し食物を仕込むころ

だということです。  

 今年は、本当に暖かい冬となっています。三田では、未だ積雪もありません。今冬はまだ雪を見ていないとい

う方も多いことでしょう。 

 それでも、大寒です。皆様、ご自愛ください。 

 

   

 

２５日（土） 

☆冬来りなば春遠からじ 

 今日ボランティアの方から玄関に奇麗なお花を頂戴しました。 

 「さざんか」「すいせん」…季節は冬から春へと少しずつ移りかわります。 

 この日は、今春入学予定の現６年生と保護者の皆様を対象に「新入生説明会」を行いました。 

 現６年生は、中学校の「授業」や「部活動」の見学、さらには「体験授業」にもチャレンジしました。 

 短い時間でしたが、現６年生と４月から共に学ぶ中学１・２年生、更には今春学び舎を巣立ち行く３年生が、

有意義な時間を共有することができました。 

 受付をはじめ、学校支援ボランティアの皆様、ＰＴＡ役員の皆様には大変お世話になりました。心よりお礼申

し上げます。 

 



     

 

 なお、２４日（金）から１年６組がインフルエンザにより学級閉鎖となっています。 

 皆様、どうぞご自愛ください。 

 

 

 

２月 
３日（月） 

☆節分 

 「節分」とは、各季節の始まりの日の前日のことで、「季節を分ける」ことを意味しているということです。 

 しかし、今では「立春」の前日をさす場合が多くなっています。 

 「鬼は外、福は内」と福豆をまく光景は、現代日本の風物詩の一つにもなっています。 

 この日は、給食も「節分」メニューでした。 

 

   

 

４日（火） 

☆立春 

 三田市の今年１月の月間平均気温が過去最高となる５．５度を記録したということです。 

 また、市内では例年より２週間も早く梅の花が開いているというところもあるそうです。 

 「立春」は、寒さがあけて春に入る日です。そして、この日以降初めて吹く南よりの強風は「春一番」と呼ば

れます。 

 １月末に３年生が面接練習を行いました。まもなく多くの生徒たちが受験を迎えます。 

 ３年生には、「パンジー」のごとく抗わずしなやかに、それぞれの「春」に向けて前進してほしいと願います。 

 



        
  写真 立春のパンジー  「左」朝  「右」正午  

 

６日（木） 

☆雪化粧 

 朝、三田の街もうっすら雪化粧。今冬初めての積雪がありました。 

 歩道には滑るところもあり、自転車通学にも少し影響が出ました。 

 各クラスで怪我がないか確認したうえで、雪や凍結した日の登下校についても指導を行いました。 

 

       

 

１０日（月） 

☆寒い朝 ～今冬の最低気温～ 

 今朝の三田市の最低気温マイナス５．８度で、今シーズンで最も寒い朝となりました。 

 ９日は雪が積もりました。丹波市ではところによって約１０センチの積雪があったそうです。 

 厳しい寒さの中、３年生は私立高等学校等の入学試験に臨んでいます。落ち着いて頑張ってほしいと願うばか

りです。 

 

１４日（金） 

☆梅美月 

 ２月の花といえば、何といっても「梅」の花でしょう。 

 本校にも、テニスコート横に梅の木が並んでいます。 

 今年は、暖冬の影響か、既に５分～７分咲きとなっています。 

 １６日には「高等専門学校」で、１７日・１８日には「兵庫県公立高等学校（推薦入学、特色選抜）」で、入学

者選抜が行われます。 

 「梅」のごとく、美しい花を咲かせてほしいと心から願います。 

 



       
 

１９日（水） 

☆雨水 

 雪から雨に変わり、氷が溶けて水になる、という意味です。 

 昔から、農耕の準備を始める目安とされてきたそうです。また、この日に雛人形を飾るいう習慣もあるという

ことです。 

 それでも、本格的な春の訪れはまだ先。この日の朝も、三田市の最低気温は零度近くまで下がりました。 

 まだまだ寒い毎日ですが、心温まる見事なお花をボランティアの方からいただきました。 

 玄関の公衆電話横に飾っています。ご来校の際には、ぜひご覧ください。 

 

   

 

 

 

３月 
５日（木） 

☆啓蟄 

 冬ごもりの虫が地中からはい出るころ、という意味です。 

 ３月に入り、風には冷たさを感じるものの陽ざしはいよいよ春めいてきています。 

 「新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休校」中ではありますが、学校では「卒業式」に向けて準備を進めて

います。 

 規模を縮小する形とはなりますが、最高の「卒業式」にできればと職員一同努めています。 

 また、一刻も早く、新型コロナウイルス感染症が良い方向に向かいますよう、心から願っています。 

 

       



 

１１日（水） 

☆旅立ちの日に 

 第２８回卒業生１９２名が、ゆりのき台中学校から輝かしい未来へ向かい旅立ちました。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、式は簡素化され、出席者も、生徒、保護者か（各家庭１名）と教

職員に限られました。 

 ２月２８日（金）以来１２日ぶりの登校。わずか半日でしたが、子どもたちと先生の「笑顔」が学校に戻りま

した。 

 とても幸せな一日でした。 

 卒業生には、いつも、いつまでも、「命」と「心」を大切にし、「自信」と「誇り」を胸に前進してほしいと心

から願います。 

 

       
  

       
 

２０日（金） 

☆春分 

 この日、太陽は天の赤道上にあり、ほぼ真東から出てほぼ真西に沈み、昼夜はほぼ同時間となります。 

 また、国民の祝日（自然をたたえ、生物をいつくしむ日）となっています。 

 いよいよ春本番です。 

 

２５日（水） 

☆修了 

 修了式を実施しました。 

 １・２年生にとっては、２月２８日以来の登校となりました。中学校に子どもたちの笑顔が久方ぶりにもどり

ました。 

 例年は、体育館で代表に、校長が「修了証書」を授与します。 

 今年は、新型コロナウイルス感染症予防のため放送での修了式となり、「修了証書」は教室で「通知表」ととも

に担任の先生から丁寧に手渡していただきました。 



 春休みは、制限つきではありますが、部活動が再開します。 

 

       
 

  

  

        
  

 お世話になった皆様から、たくさんのお花やメッセージを頂戴しました。心よりお礼申し上げます。  


